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婦人靴の形状の違いによる歩行時の筋活動の変化

華頂短大　○城真理子　京都教育大　藤井まり子　杉本弘子

目的　日常我々は様々な形状の靴を履用しているが、靴によって履き心地が異なり、時に

は疲れを感じるものもある。我々のアンケート調査結果では、対象者のほとんどが靴の履

用で何らかの有訴症状をもち、特に長時間の歩行時に問題があるとする者が多かった。そ

して、購入した靴において履用に満足している者はわずかであった。このようなことから、

歩行時のどの様な要因が有訴症状を生じさせているのかを研究する目的の一つとして、靴

の形状の違いが下肢の筋活動にどの様に影響するか検討した。

実験方法　被験者は健康な女子２名で、?タイル（ハード）張りの平坦な直線路を５種類

の靴を履用し、それぞれ6 0分間の歩行を行った。被験筋は下肢部の大腿直筋、外側広筋、

長琲骨筋、前鯉骨筋、誹腹筋、ひらめ筋の筋群で、各筋群に表面電極を装着し、NEC三

栄のポリグラフで実験した。分析は同社製のシグナルプロッセサーアT 1 8を用いた。対

称として、裸足の実験を行った。またゴニヨメーターにより膝蓋角の測定を行った。基礎

データーとして、各種靴及裸足の歩幅の測定を行った。

結果　歩行６０分後はヒールの高い靴のほうが、平均周波数の低下がみられる筋群が多か

った。膝蓋角は被験者によって異なり、ヒールが高くなるほど大きくなる者と小さくなる

者があった。歩幅はヒールの高いほうが狭く、裸足、運動靴などは広くなった。靴の形状

により前風骨筋の活動に違いがみられ、ヒールの高いものほどエネルギー量は低かった。

2 Ka－10 中国鄭州における纒足女性の実態調査

大阪信愛女学院短大川端厚子

　目的中国鄭州において纏足をしている刻生に出会って纒足の実態と生活の状況につい

て聴き取り調査を行うだ。そこで纒足の行われた社会的背景と纒足のなされた足や纒足を

解いた足、及び纒足によって歪められた足の骨格などについで資料を得たので報告する。

　方法1993年のZ月中旬から下旬にかけｔ中国鄭船こおいて纒足女性の実態震ぬ池行っ

た。纒足の女性たちは、既に高齢であり、暑い時期であるから日中は殆ど外出しない。朝

5:30-6:30 時頃までは、公園や歩道で散歩をしたり大極拳をしたり軽い運動をしている6

このような時間帯に調査を行った。また日中は家庭を訪問したり、老幹部局の纒足女性を

尋ねて調査を行った。調査は、聞取り調査やマルチン計測器による測定を行ったり、纒足

の足の骨格の状態をレントゲン撮影し形態的な把握を行った。調査は、看護婦3人のWi子

とレントゲン技師の協力を得て行った。さらにビデオカメラマンと写真撮影の技術者と通

訳の協力樋て行った。

　結果鄭州においては、今

の上にしずを履き、その上か
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足の骨格の状態をレントゲふ

足背の舟状骨は、アーチ型{;

ている女性が見られた。纒
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足背の舟状骨は、アーチ型に湾曲しており、足部の骨恪が無残に折り曲げられていること

力現られた。本調査は、サントリー文化財団の援助を受けて行ったものである。


